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もやもやする専門教育と教養教育の関係
前工学部長(工学研究科 電気 ・電子工学専攻)中 川 英之
昨年度、本学の共通教育が 「特色GP」 に採択され、その内
容や履修制度が全国のモデルとして高く評価されています。
これを全学出動(現状では文京キャンパス)方式で運営して
いる点も大きな特徴です。科目配置や履修方法及び教育設備
にも改善が繰り返されており、また、地域市民の生涯学習に
も開放された 「進歩する教養 ・リテラシー教育システム」と
して良く機能していると思っています。従って、今これを批
判的に論ずるのは難しいのですが、考えておく必要のある事
項として、①松岡キャンパスの共通教育体制への参力口、②大
学教育センター構想との関係、③専門教育と教養教育の関係、
があります。教養 ・リテラシー教育への松岡からの参画は学
生教育にとって重要であり、限定的なものであるにしても可
能になると思っています。授業をどこでやるのか等の方法に
工夫が必要でしょう。大学教育センターを設置することにな
っても共通教育センターがそれに含みこまれることはないで
しょうが、教育の企画、技法、評価及び支援に関して強い連
関が生ずることになり、共通教育の観点からの考え方を整理
しておくのがいいと思います。さて、1日制の高校と大学(又
は、専門学校)の両方の流れを汲む現在の大学教育は教養 ・
リテラシー教育と専門教育から成り立っておりますが、8年前、
全学出動による共通教育の体制に移るとき、「自分の専門以外
は全て教養」という荒っぽい論議には違和感を抱きました。
共通教育も進歩してきているのでかなり整理されてきている
とは思いますが、今も尚、違和感が消えているわけではあり
ません。教養科目担当の教員もそれぞれの専門性は持ってい
るのであり、それから離れた 「教養」がある訳ではない、と
いうことは理解できますが、それでもまだ混濁してしまって
いるものがあるように思われます。第一は、教育目的です。
多くの専門科目は実利的な目的と結びついており社会で(又
は、研究上)"役に立つ"ことが前提になっています。我々が
学生の時には電気系では重要な科目であった真空管工学は、
殆どの電子デバイスが半導体で実現されている今では教えら
れていません。一方、教養科目は人間の精神生活上の規範
(倫理、論理、感性)に係るもので、個の確立が目的であり、
社会的有用性を前提にはしておりません。第二は、構成の問
題です。教養科目は原則自己完結型であるのに対し、専門科
目は基礎からの積み上げで成り立っています。大学の教員は
須らく自己の専門性に基づいて自己完結型の教養科目を組み
上げることが出来ます。しかし、その事が、専門科目がその
まま教養科目にもなるという事を意味しません。こんな徽の
生えたような論議を今更持ち出してどうするのだ、例外はい
くらでも挙げられる、リテラシー型の教育はどう考えるのだ、
大学教育に対する社会的要請にどう応えるのだ、学生の生き
る力の育成が重要なのであり科目の区別など無意味、など等
の声が直ちに返ってきそうです。これらの問にここで答える
よりも、限られた紙面で提案しておきたい事があります。現
在のB群(専門教育 ・副専攻科目)を廃止すること、全教員
は自らの専門性を基礎にした教養科目(またはリテラシー科
目)を共通教育科目として構築すること(必ずしも開講する
というわけではない)、及び、専門教育にも副専攻を導入する
ことです。
2 Center for Interdisciplinary Studies,University of Fukui
